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近世浄土真宗寺院本堂の研究(その田)

r]可光寺本堂と徳 IrJ寺本堂

「尚 野 清

STUDY OF MAIN HALL IN THE JYODOSHIN 

SECT IN EDO FERIOD (FART m) 

Kivoshi OKANO 

西光寺三j;1主 瀬戸iln主野町

創立と ii合革:

真宗大谷派に属し?小規模な築港の間利で p 特lこ著名

度はない。近くの真宗高田派本泉寺の資料によると p 以

前は瀬戸市赤沖の高徳寺を本寺として3 本泉寺末寺に属

しp 西光tJjと称していたが，その後a 寺lこ昇格して，真

宗大谷派に帰属した。建立についての縁起文献はなく p

確証の捉不は不能で、あるがp 寺の伝誌によると，当時菱

野lこ居を構えた大沢治郎左衛門等の創立で， 元禄4年

(1691 )頃{こ本主を建立したと言う。細部の絵様型式な

どからiflーしてもその頃の建立は容認し得る。

規模構造

堂は桁行5間半B 梁間5間半b 屋根入国屋造茅葺(現

在は鉄板を覆せる)で前面lこは実長2悶の向拝をつけ，

写真| 向拝斗供及び虹梁木鼻

写真 2 向拝 手 挟

写真3 向拝主主股

写真 4 本堂束面全景

南側面(堂は東町〉の余間脇2聞と背面に半間余の下屋

を出す。何れも主屋屋線下に取りつく。前面 l問通りは

堂内に取り込まれた広縁で，次の奥行2間半迄外陣z 更

にその奥に 2間の内障と両脇に余聞を取り B この部分は

敷居下l乙目立込彼を入れて床を上段とし，北余間では背面

の下屋Iこ床を張出して座敷とする。南余問南の下屋部分

を除き p 落縁を廻らすが，取合いの関係で北側面と背面

は現在は廊下となる(図1，写真4)。

向拝は見付巾 2聞で凡帳面取棒材角柱の下にだけ綜を

つけ，石製礎盤を据える。柱簡にはi俸の虹梁を架け，木

鼻を出し，斗供は同じく棒材実肘木付連三斗で，桁を受

け，松材の手挟を入れ，繋虹梁はなし¥中備に基股をお

く。虹梁には錫杖彫9 袖切，木爪型の渦，若葉，欠眉付
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内陣部分断面図 (復原)

外陣部分断面図 (復原)
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図 1 西光寺本堂現状平面及び断面|刈
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きで，木鼻，基股共元禄頃の様式と見て差支えない(写

真1.2，3)。向拝軒は i軒砂半繁極?桟瓦葺で，茅葺

の本屋根下lこ庇状に取付けている。軒反りはなく (写真

4，5)ν木階2級p 濡縁は手摺付。正面広縁外は柱でほ

ぼ 3等分し 3 各間とも 2間弱のスパンでp 敷居，差鴨居

を入れ，差鴨居上には中央に束を立て，飛貫 l本を通し

て漆壁喰とし，各スパンの岡袖iζ雨戸 l枚を収納する日

写真 5 正面向拝と戸締

写真8 南 側面

写真 7 外 陣

写真8 広縁南東隅

写真 9 広縁を南からみる

写真10 南余聞正面

仲真11 内陣中央間正面

袋を貼りつけ， 24:溝で戸，障子共拝み合せで戸締りす

る。前面は手前 i聞は元広縁，その奥の 2間半の側面中

央lこ柱を立てて各 l間μは塗壁p 引違い障子，袖壁付片

ヨl戸等で納め(図 1)，長押仁は漆喰壁とし，下の壁9

戸袋部分は下見板で保護している(与'真 6)。

内部の元広縁と外陣境は中央間で 2間半p 両側の間で

l間半i乙分けて柱を立て，内陣余間境tこ対向し p 柱閲梁

行lこ広縁外陣境に盲敷居盲鴨居を入れ，中央聞で 2ケ所

両脇間で中間l乙釣束を入れて小壁は漆喰塗とし，鴨居上

両但uiこ内法長押を付す。現在は広縁外陣とも畳敷き。外

陣中央間と両j路間の境は高所l乙太い貫を通して中央l乙束

を立てた重聾をつけて外l庫天井を 3分し，中央間と広縁

には梁行に悼縁を配し p 両脇の潤では桁行i乙梓縁を渡し

て天井を張る(写真7， 8， 9)。
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内陣及び余簡と列障との境は敷鴨居p 内法長押を内陣

内で背違いに余間より高く入れ吾内障問余間前では蹴込

板を入れて上段とし， 2本溝の敷鴨居lこ松の大木(南)

と巴蕉(北)を採画した杉板戸を51違いに建てF 内陣は

余聞より更に l段と上げた床lζ3本溝の敷鴨居lこ黒漆柳

格子6木を入れて戸締る(写真11)。

鴨居上は両側lζ内法長押を付し s 牡丹tこ鳩F 鷹s 鳳恩

を飾った高肉透彫金街おし極採色の縮問を協とめ(写真10，

11) ，その上の橋上lこ小壁を設けるがg 裏側は単なる漆

喰壁で欄間の背面は一切見せない(写真13)。

写真12 北余間正面

写真!3 南余聞から振返ってタ l悼をみる

写真14 内陣仏 壇

写真17 南余聞仏壇

清

内障背面の仏壇列は権下l乙縦羽白金入れたF簡素ぽもの

で中央の聞を l悶9 左右のRIib仏壇は4.5尺となり a 中央

仏寝は阿弥陀如来像、を安置した宮殿を入れる為に仏壇権

が低くされ，北脇仏壊には尉子入り親鷲像をまつる(写

真14図 1)。中央仏壇両脇柱聞には袖切p 欠扇 p 渦，若

葉っきの虹梁を渡して木鼻を出し p 連三斗斗供を載せ，

中備に基股を配し p 脇仏壇上ではこの木鼻下に貫を通し

てその上を援としe 両端柱上には出三斗供を置いて出桁

をを支え 3 格天井在張る(写真15.16)。

余聞との境には敷鴨居l乙細L、2本溝を入れ，中央tζ建

具止め金具を入れているのでp 襖4枚建てにしたことが

知られる。

写真15，16 内陣仏壇上部

写真19 北余間の床柱
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南余聞は南の半聞の下屋をとり込んで，内部では巾 2

聞となり，背面に l間半見付の仏壇を設け，前面には 2

聞の落掛を入れてそのよを壁とし南端の半聞から背面の

後堂lζ出られる(写真17)。

南側面には前方 l間に中敷居を入れて障子窓をつけ，

鴨居上には内法長押を通し，天井は悼縁天井とする(写

真13)。
とι

北余間では背面の下屋に張出して北から l関の床をっ

くり，残り半聞は背面の後堂への出入口とし，床柱，~磨

丸太とする(写真19)。北側の商 l聞は中敷居として，

2間共に障子を建て.鴨居主には長押を通す。天井は桁

行l乙悼を通した悼縁天井とする(写真18)。

復 原的考察

乙の堂は殆んど建立時のままの姿を留めているが，そ

れでも若干の変更をみる。

正面広縁外では，中央の 2簡のスパンで、は敷鴨居が3

本溝で中央に建具止め金具があるので，戸4，障子2の

戸締りであったが，両脇の各2閲弱には中敷居が入って

同様の戸締りがされていた(図 2)。広縁の南妻は現在

も壁であるが，柱の風蝕状態からみて元々壁のようであ

後

仏壇

余聞

(南)一一一一一

一一一一一ι一一一一一一一一一一

ト一 一一ー

ザ+一

「 一一一

圃 圃

り，北奏では西半間偏りに板張(胴橡穴あり)の戸装を

設けて 3尺の袖をつけ，戸 l障子 1で戸締りしたらし

L、。

写真20 内陣中央仏壇桓を下へ移動した痕跡

!余!間

トー (北)

図 2 酋光寺本堂復原 平面図及び断面図
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写真21 内陣天井 写真22 北余問の北西隅で

長押が留になっていた

現在は畳敷きとなっている広縁も床板が磨き込まれて

いるので，元は板間であった(図 2)。外陣との境では

現在も盲鴨居になっているので 3 もともと解放であった

と考えられる(写真 8)。

外F車両側面の各枝問には 3本海の鴨居を残すので，戸

2障子 lの戸締りであったろう。天井は新材lこ代ってい

るが，もともと悼紙天井に変わりはなかったと怨われ

る。

内陣仏糧は現在中央の壇桓が低くされているがp もと

は余間から巾央にかけて次第に墳が高くなっていて p 極

めて自然であった。途中大きな宮殿が入って変更したも

i脅

のである。(写真20.図 1)。天井の格天井も材が新し

いがB もともと格天井とみても不自然ではない(写真

21，図 2)。

南余聞の仏壇は今は見付 l間半であるがJ 対向する南

側面の柱に粧が取付いていた穴があり， 2間にすること

によって落し掛と天井の聞及び仏壇前羽目にある束も中

央に納まり，自然になる(万真17，図 2)。現在背面へ

の出口脇柱にも買や間渡し竹の穴があるので明瞭であ

る。背面への出口は塞がれ又後堂も主屋柱から庇が出

て，南隅欠きになっていたことも風蝕と痕跡によってわ

かる。この背商への出口は仏式上，行道が行える装置に

変えた時l乙改造したものであろう(図 1)。

北余聞では，北側の柱聞にある中敷居は無くなり(中

敷居 l之内部の風蝕と敷居の溝による)又床は南偏りにあ

ったことが床紅や穫し出の仕口跡が現在と逆になってお

り(写真19)，西北間で長押が留になっていた痕跡を残

すので，北偏りに押入れがあったと見られa 従って床は

見付4.5尺であったと考えられる。又床柱は痕跡から見

て現在のものを使っていたことが分るが，この柱の現在

床の間になっている北側に襖の当りがあるところから，

押入れの存在を証することが出来る。
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近世浄土真宗寺院本堂の研究(そのill)

生育
L
干

稲沢市福島町徳円寺本堂

創立と沿革

本寺は真宗大谷派に属し，かつてこ乙に薬師堂があっ

たが，寛保二年壬D<:八月(742)海東郡蟹江町にあった

寺籍を薬師堂の堂主であった中興秀善が現在地に移し，

寺を創建したと寺の文書にある(図 1)。同文書によれ

ば，その後明和2年(765)3月には「只今迄の御堂大

破仕り，長五間，梁三聞に両方に九尺づ〉付下て再建J
した乙とが記され，安永3年(1774)の文書iこも三代博

測が御堂建立したので，諸仏具を惣村中が寄進した古記

録がある。しかし現状と比較してみてもこの寸尺と一致

した捉え方は高来にくいの寺蔵の古図に現堂と近似点も

見られる平面図が搭かれているが(年次不明)，乙れに

しても件の構造とは一致しない。しかし別の覚に(図 2)

薬師

覚

享保年中に引うつり

憶ニハ相知シ不申候

半鐘ハ正徳元年ニ惣村中より寄進

弥陀地蔵之事も相存し不申候

御堂ハ五間半四百但し附下共ニ

境内ハ五畝歩但し高f;j弐畝歩ハ村人共御年貢代

内薬師分米壱斗九升余村のだき

天明 7年5月18日三代博淵氏が記した

もので寛政代にも同文がある

図 1

とあり五間半四面という寸尺は四面を四方の;聞ととれ

ば現堂と一致すると見ることが出来る。
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造

現本堂は外陣前端より後堂後端まで6間半。外陣の中

央と両脇の閲，更に後補された北の間まで 7間あるが，

これは旧態より更に北へ l間半乃至2間，西へ 1間つぎ

起し，更に南に薬師堂をとりこんでいるからである。

それを除けば桁行5間半梁間5聞の後方2閲分の側背に

半聞の下屋を付した形の堂と見られる。前半の桁行5間

半，梁間3間が外陣，後半の桁行6間半(内両端各半聞

は下屋)梁行2間半(内背面半関下屋)が内陣，余聞に

相当し，内陣の後方l乙は更に半間の付下げが加わってい

る。そして外障の正面及び南側面に濡縁をめぐらしてい

るが，北側面の縁は現在は堂内にとりこまれてしまって

いる(図 1)。そして前面には見付2間半の向拝がつく。

軒は l軒半繁霊木。屋根は寄棟造桟瓦葺(写真1， 2)。

向拝柱は九帳面取角柱，上下綜っき，石製礎磐上に立

ち，柱聞の虹梁は，渦，若葉っき袖切，欠眉，錫杖彫を

つけ，虹梁端木鼻，斗供唐様連三斗，中備基股，手狭，

梁海老虹梁がつく。伺れも渦，若葉の絵っき(写真2)。

構模規
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J 

写真4 外陣虹梁と棒縁天井間の基股
調岬-

写真3 外陣からグ内陣をみる(矢来内はない)
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柱は来迎柱を円柱とする他すべて面白~角柱。外陣正面

は中央の 2間半と左右各 l間半t己分けぅ更に北のつけ足

しl間半も外陣内?ととりこみ，各柱間lこは敢属と差鴨居

を入れF 中央 2間半の差鴨居を高くとりつけ， ITrJ!}詰]硝子

障子4枚引，その他各間腰高硝子障子 3枚組てF 鴨居土

小壁には飛買を通す(写真 2)。外阿HJ1Ij面各 i間毎tこ注

を立てs 敷鴨居予内法長れjlを通し 9 小笹lこ飛買を通し 9

柱問硝子障子引i皇い3 外に雨戸を引く。

外陣内部は中央2間半と左右!間半に分ける内柱列!の

柱間隔は l 間半で，柱間lこは絵様っき虻~~を人れ p 板墓

股をのせて天井桁を支え，悼綜天井を張る(写真 3，4)。

写真 5 内阿南)協仏壇 写真 6 内開北!刷ム坦

写真 7 南余間奥の仏壇f

内障は間口 2間半で p 外陣中央聞に応じ 5 奥行2間半

背面の半間の下屋lこ脇仏壇をおき('弓~;'l; 5， 6) ，中央

に後門を聞く。余聞では側面の下屋を含めて 2悶4方の

背面に奥行半間の仏壇を設ける(写真 7，8)。余閲は

外陣より足固め長押一段分だけ上げた上段とし 3 内陣床

は更に敷居 l段分だけ高くし u 内陣前面iこは後間の柱与を

入れて 3分し(写真9)，余聞，外陣境とも敷鴨居、内

法長押を通し，内陣前のjAJ法を長押背fごけ高くする。柱

聞には巻障子を入れる「写真10)。

内陣前は釣束で内法長押上を 3分し，余間前は釣束で

2分し 9 後補柱を除く各柱と釣東上lこ綜をつけ?頭貫p

台輪を通し?斗供は出組(写真11)，中備に基股を入れ

写真 8 北余聞奥の仏堕と右端の後質への通路

る(写真12)。そして内法長押， ¥l;丘貰間には高肉彫金箔

押し入りの欄間をはめる(写真13)。

内障では前面より 2間のiillりに来迎柱円柱を立て，余

聞の仏壇前の柱とーチIJIと並んで、柱上(ζ綜をつけ，円住と

の間l乙飛貰を;通し s その直ヒの来迎住間の頭買の延長上

に羽目板を入れ3 来迎柱関頭貫の先を木鼻とし 3 その上

lこ台輸を通し，柱上に出組斗仇当主鼻及び実肘木付きを

のせる(写真14)。余間とのi克には敷鴨居ァ内法長押を

まわし p 中央lこ釣束を入れ p 東I二1こも綜をつけ 9 柱頂と

の間lζ飢殺をかけ(袖切 p 絵校っき p 欠眉入り) ，台輸

をのせ，柱及び東上lこ郎、頁) H~組斗供，君主鼻つきをおき，

天井は折 i二小組格天井(写f宅15)ハ

写真10 jiJ陣北端正面

来迎壁のeillζは唐様の仏壇をおき，宮殿、を安置して阿

弥陀像をまつる(写真14)。来迎壁裏には半間の通路を

へだてて脇仏壇が設けられ〔写真 5，6) ，中央聞に後

門を開き p この部分は悼緑天井とする(写真16)。

南北余間の側面(飛橋間との境) Iこは l間毎iこ柱を立

てて敷鴨居内法制押を巡らし p 柱間l乙は襖を入れて長押

上を小Eまとしp 南余聞では背面lこ奥行半間の仏壇を設け

その前面1こ虹梁を渡し(絵様っき袖切欠眉っき) ，虹梁

上Iこ板壁をつくる(写真17)。
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内陣外陣境正面上の高肉彫金箔押し欄間写真13内陣前の出組斗棋写真11

内陣来迎柱上の斗供及びその前の宮殿

rr=L-n 
写真14

Hll. 

内陣外陣境正面上の中備板主主股
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写真12
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徳円寺本堂現状平面図図3



近世浄土真宗寺院本堂の研究(そのill) 309 

写真15 内陣中から南余間境の小援をみる

写真16 来迎墜ウラ

これに対し北余聞では i間半間口の仏壇を設け，その

前には落佳?を入れて上を小墜とし，残る半間は背面の後

堂lこ通じる片関戸への通路となっている(写真 8)。天

井は両余間とも悼縁天井である。尚B 天井を除く内陣余

聞の木部l乙は黒漆が塗られ絵様の要所iこは金箔をおいて

し、る。

復 j京的考察

創建当時は小型で簡素なものであったが，漸次改造附

加されて中型寺院に改まっているのでB 内部と余間には

かなり大きい変更が加えられていることが種々の点から

判明する。

先ず内障前面を 3分する中央の内法問lこ立つ柱は後補

で，もとは巻障子もなく，鴨居は 3本溝で(写真18)， 

6枚の格子戸が立っていたと考えられる(図 4)。鴨居

は中間の 2本の釣束で支えられていた(写真 3，10)。

南余間の仏壇前虹梁の旧取付仕口跡(現在は埋木され

票、漆塗)と仏壇程の取付痕跡が l間前方の往にあり，こ

の柱lζ対する内陣との境の釣束にも虹梁の仕口の痕跡が

残る。また仏壇前柱から半間前に残る内法長押上の東(

素木)には壁貿や木舞の仕口があってF 元はこ乙 l乙仏壇

後壁が設けられていたことを示す。仏壇前の虹梁の渦

は形式が古いが波を混じた若葉は様式上からみても後に

つけたものと見られる(写真17)。

次に北余聞では仏壇前の 2間分の中聞の天井桁iこ丸柱

写真17 南余間仏壇上虹梁

写真18 I)J阿，外陣j克の後補の住(白色)巻

障子，元の三本溝鴨居

(床下Iこ磨丸太の根元残る)のとりついた痕跡があわ

その列の北端の柱lこは床紅と落掛のとりついた痕跡があ

り，その後方半開の柱にも板決りがあゥて，北 l間の床

の闘であった乙とが知られ，南 i 間は畳の踏込みになっ

ていたと考えられる。

内陣については余間との境の釘梁や斗供の絵様の形式

が新しく，幕末以後の改造を受けたものと見られるが(

写真15)，来迎柱列の木鼻や斗供の形式は古いので，こ

れは元から存在したと考えられる。そして塗によって痕

跡は見出せないが来迎墜とこれに対向する余聞境の柱の

相対する面には打診によると，粧のとりついていた埋木

があるらしく，この柱列の前か後lこ仏壇が存在したとし

なくてはならない。 但し現在の内陣来迎柱の半間後に立

つ2本の柱は新らしいのでそれが仏主主背面の柱であった

とは見られない。瀬戸菱野町の西光寺の例に見るよう

に?仏壇が後にあったとするべきであろう。小組格天井が

素木であるのも不自然であるが9 支輸の裏lこ旧天井廻縁

と見られる欠込みが廻っており，元は一面の悼縁天井が

張られていたものと考えられる。余聞との境の虹梁や斗

供も絵様の形式が新しいので p 元は敷鴨居内法長押と北

余間境の中央の釣束は存在したであろうが，内法長押か

ら天井廻縁までは壁になっていたとすべきである。

尚，南余間の背商には奥行2聞の空所が残り，その外



天明七年丁未二月七日

勝霊寺下尾州

中嶋郡福嶋村

徳園寺

願主

博測

側柱の外は風蝕も強いのでこ ζK別室を考えるべきもの

のようであるが，そこへの通路としては内陣仏壇前の半

間の入口が考えられる。

余聞の外廻りの柱lとは風蝕が強いので元飛槍聞や後堂

はなく，外陣のまわりに濡縁がまわっていたこととな

る。余聞の外は戸襖が設けられていたと考えられ，その

部分の半聞は既に下屋になっているので，縁のまわる余

地はなく，襖は事実上常時締め切りの状態であったと考

えられる(図4)。
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現住博測
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丁卯
貞享四年 cl 687)十五日一如上人判瀬上

十二月

一大谷本願寺浬常如判書之

延宝五歳丁巳季Cl677)冬下向

天明四辰年迄百八年二成

容器鷺聖人御影

御名和願親鷲聖人

勝雲寺ド尾州、l

海東郡蟹江村

徳円寺市住物也

願主程万休

一大谷本願寺 穣教如判

天正十壬年(1582)二月三日書之

天明四辰年迄弐百三年ニ成

詮如上人真影勝万寺門徒願主

御名詮如上人

(中略)

一大谷本額寺 得従如判

延享三丙寅歳(746)八月十五日

天明四辰年迄三十九年ニ成

太子真影勝雲寺下尾州中嶋郡福嶋村

徳円寺什物也

願主秀者子

(中略)

一 大谷本願寺 程従如判

延享三丙寅歳(l746)八月十五日

七高祖真影 勝室寺下層州中嶋郡福嶋村

徳嵐寺什物也

願主秀普

一九字名号壱幅 宣如上人御筆

一薬師弥陀堂 薬師一体木像

弥陀 庁 木像

地蔵 11 木像

先年より安置仕候

中嶋郡福嶋村

徳円寺

現住博湖

一廿八日講 御書 壱通一如判

一十二月女人講御書 壱通乗如判

一御文 五帖 壱部乗如判

利鏡

一境地 五畝歩

先住秀普宝暦八成寅年正月六日

二代目博測

(図 5) 

これと同文の一部が官政元年(1789)と6年にも書か

れている。

以上により延宝5年(1677) {こは蟹江付にあり，延享

3年(l746) {こは現在地lこ寺が存在したことが知られ q

克保 2年cl742)に現在地に移ったことが判明する。ま

fニポ明 7年より僅か十七年前の明和二年 (1765)に再建

された堂のことを記しているのであるから，この記録は

信頼出来ると思われる。しかし長5問，奥行3聞の両方

lこ9尺の附下とあるのは，外陣中央間と向陣の奥行を合

わせて 5間，果関の実長は 2間半であり，来迎柱通の柱

間は 3聞になっているので，これを 3間と見れば外陣両

脇聞の[1Jは9尺程であるので両方に 9尺の附下はほぼ該

当する(図 3，4) れ

このようにこの与は明和 2年再建であるが3 その前lこ

天正10年には護如土人の真影を，延宝5年lこは親鷺塑人

の御影を，そして 3 貞享4年には木仏尊像(長さ l尺八

寸)を持っていた乙とが知られる。しかし，貞享4年

(687)の理一如判，願主未!j鋭の像の他に本尊阿弥陀如

来御長一尺八寸木仏立像が挙がっていて， i木イム尊像者

天明七年丁未二月七日勝霊寺下尾州中嶋郡福嶋村徳、円寺

願主博t自UJとあり g その点天明七年の書土とも一致し，

これが現本尊と察せられる。とすれば，本堂再建の明和

2年(765)には貞享4年lこ手!j鏡が一如土人l乙判を願っ

た像しかなく，これは本山から下付された像ではなかっ

たので，未Tご来迎壁やその前の須弥塙を設ける必要はな

かった止考えられる。

次lこ来迎柱を入れ須弥壌を設け，それに伴なって内陣

の後方への拡張を行なった時は余問との境の虹梁の絵様

などから推すと，幕末に近い頃と察せられる。

結 び

この 2棟は尾張における江戸中期の浄土真宗小本堂の

2例であるがp 凶光寺本堂は改造も少なく，内陣lこ一直

線仏壇吾備えて，後門を用いず，北余聞を客間Iこしてい

る古式をよく伝える。明和 2年(1765)建立の徳円寺本

堂は復原すると，内陣背面l乙一直線仏壇ができるのみで

なし北余間が客室になる他，南余問の西の仏壇の裏l乙別

室ができると言う，極めて異例な平面が成立するのであ

る。しかし江戸時代中期ともなると，内陣向拝はもとよ

り，外陣lこもrJ[[梁をF甘いるなど，仏堂風乙f怠匠がかとより

使用されているのが注目される。




